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　カセイソーダは基礎素材製品であり、需要分野が非常

に広いため、その需給動向は国内景気に大きく影響され、

カセイソーダの生産量推移（指数）は、実質国内総生産

（GDP）の推移（指数）とほぼ連動します。

　２００８年度のカセイソーダの需給状況は、年度当初か

ら夏までは上昇傾向を示していましたが、９月以降、急

激な景気減速の影響を受けて、一転減速し、そのまま年

度末まで、減少幅が拡大しながら推移しました。

　２００８年度のカセイソーダの生産量は、年度後半では

大幅に減少しましたが、８月までの伸びに支えられ、結

果として、４,１２９千トンと、前年度比８％の減少に止ま

りました。この生産量は、１０年前の水準となります。

　また、需要量は、国内需要が前年度比９.３％減の

３,４８６千トンとなり、１４年振りの３,５００千トン割れとな

りました。

　一方、輸出は、前年度比９.２％減の６３０千トンで、国

内需要と合わせた総需要は、前年度比９.７％減の４,１１６千

トンとなりました。これは、１２年前の水準となります。

注１）輸入量は財務省貿易統計をベースにして算出しているが、一部推定の部分がある。
注２）内需は輸入を含む。

（単位：トン／ 97％換算、構成比％）
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